
質
問

新
教
育
長
に
、
現
在

の
伊
丹
の
教
育
の
状
況
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
、
ど
う
取
り
組

ん
で
き
た
の
か
を
伺
い
た
い
。

答
弁

本
年
四
月
に
教
育
長

に
就
任
し
て
半
年
、
本
市
の
教

育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
子
ど

も
の
安
全
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

非
行
、
校
内
暴
力
等
の
問
題
行

動
、
学
力
問
題
、
規
範
意
識
・

倫
理
観
・
公
共
心
・
人
命
・
人

権
尊
重
精
神
の
欠
如
、
教
職
員

の
資
質
に
関
す
る
問
題
、
家
庭

の
教
育
力
の
向
上
や
幼
保
一
元

化
、
小
中
学
校
連
携
、
市
立
高

校
の
教
育
改
革
な
ど
多
く
の
問

題
が
山
積
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
れ
か

ら
の
社
会
を
担
う
児
童
・
生
徒

が
主
体
的
・
創
造
的
に
生
き
て

い
く
た
め
に
、
心
と
命
の
教
育

を
充
実
し
、
豊
か
な
心
と
確
か

な
学
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
、
教

職
員
が
教
育
の
プ
ロ
と
し
て
資

質
を
向
上
さ
せ
、
専
門
性
を
高

め
る
努
力
、
ま
た
、
保
護
者
や

地
域
の
人
々
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
、
情
報
を
公
開
し
、

外
部
評
価
を
取
り
入
れ
、
安
全

で
外
に
開
か
れ
た
信
頼
さ
れ
る

学
校
・
園
づ
く
り
が
喫
緊
の
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
学
校
・
園
と
保
護

者
と
地
域
の
三
者
並
び
に
市
教

委
と
市
長
部
局
と
県
の
三
者
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
で
、
学
校

・
園
と
市
教
委
が
強
力
に
連
携

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
、
各
学
校
・
園
長
と
一

対
一
の
対
話
に
よ
る
意
見
交
換

を
行
い
、
極
力
、
教
育
現
場
中

心
主
義
で
や
っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
学
校
教
育
に
か
か
わ

る
問
題
は
、
ひ
と
り
学
校
・
園

の
努
力
だ
け
で
は
解
決
が
困
難

で
あ
り
、
学
校
・
園
に
か
か
わ

る
す
べ
て
の
人
た
ち
と
と
も
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

小学校での給食風景

質
問

中
学
校
の
給
食
は
、

兵
庫
県
で
は
西
宮
な
ど
八
市
が

実
施
し
、
ま
た
、
神
戸
市
、
加

古
川
市
で
は
予
約
制
の
弁
当
販

売
を
し
て
い
る
が
、
本
市
で
は

な
ぜ
導
入
し
な
い
の
か
。ま
た
、

子
ど
も
の
食
育
、
福
祉
の
観
点

か
ら
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
平
成
三

年
に
、
市
立
中
学
校
の
給
食
問

題
検
討
委
員
会
で
中
学
校
給
食

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た

が
、
�
単
に
学
校
給
食
と
い
う

立
場
の
み
で
な
く
全
市
的
な
他

の
行
政
施
策
と
の
整
合
性
の
問

題
。
�
生
徒
に
必
要
な
食
生
活

に
対
す
る
自
己
管
理
能
力
育
成

の
必
要
性
。
�
家
庭
で
担
う
べ

き
食
に
つ
い
て
の
指
導
力
の
低

下
の
問
題
か
ら
、
現
状
で
は
実

施
す
べ
き
で
な
い
と
の
提
言
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
三

点
の
実
態
は
現
在
も
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
導
入
し
て
い
な

い
。

次
に
、
食
に
関
す
る
指
導
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
家

庭
科
や
保
健
体
育
の
教
科
指
導

を
通
し
て
、
食
生
活
を
み
ず
か

ら
管
理
で
き
る
能
力
の
育
成
を

目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
修
学
援
助
認
定
者
に

対
し
て
、
中
学
校
で
は
牛
乳
給

食
費
を
補
助
し
て
お
り
、
弁
当

を
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
生
徒
に

つ
い
て
は
、
保
護
者
や
福
祉
と

連
携
し
て
対
応
し
た
い
。

以
上
の
ほ
か
、
次
の
項
目
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

○
中
西
幸
造
氏
を
教
育
長
に
迎

え
て
、
松
下
市
長
の
教
育
改
革

に
か
け
る
思
い
を
問
う

○
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

○
学
力
の
保
障

○
学
校
園
の
安
全

○
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動

○
校
区
外
通
学
の
可
能
性

○
市
立
高
校
の
改
革

○
家
庭
教
育
推
進
課
の
事
業

○
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
対
す
る
教
育
委
員
会
の
か
か

わ
り

○
市
内
小
中
学
校
の
現
状
と
課

題
に
対
す
る
市
教
委
の
考
え
と

解
決
策

地
方
分
権
推
進
の
た

め
の
「
国
庫
補
助
負

担
金
改
革
案
」
の
実

現
を
求
め
る
意
見
書

政
府
か
ら
、「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
関
連
し
て
、
概
ね
三
兆

円
規
模
の
税
源
移
譲
を
前
提
と

し
た
国
庫
補
助
負
担
金
改
革
の

取
り
ま
と
め
を
要
請
さ
れ
た
地

方
六
団
体
は
、
八
月
二
十
四
日

に
、「
国
庫
補
助
負
担
金
等
に
関

す
る
改
革
案
」
を
提
出
し
た
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、

三
位
一
体
の
改
革
の
全
体
像
を

早
期
に
明
示
す
る
と
と
も
に
、

地
方
六
団
体
が
取
り
ま
と
め
た

今
回
の
改
革
案
と
我
々
地
方
公

共
団
体
の
思
い
を
真
摯
に
受
止

め
ら
れ
、
以
下
の
前
提
条
件
を

十
分
踏
ま
え
、
そ
の
早
期
実
現

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

一
�
国
と
地
方
の
協
議
機
関
の

設
置地

方
の
意
見
が
確
実
に
反
映

す
る
こ
と
を
担
保
と
す
る
た

め
、
国
と
地
方
六
団
体
と
の
協

議
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
を
こ

の
改
革
の
前
提
条
件
と
す
る
。

二
�
税
源
移
譲
と
の
一
体
的
実

施
今
回
の
国
庫
補
助
負
担
金
改

革
の
み
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
こ
れ
に
伴
う
税
源
移
譲
、

地
方
交
付
税
措
置
を
一
体
的
、

同
時
に
実
施
す
る
こ
と
。

三
�
確
実
な
税
源
移
譲

今
回
の
国
庫
補
助
負
担
金
改

革
は
、
確
実
に
税
源
移
譲
が
担

保
さ
れ
る
改
革
と
す
る
こ
と
。

四
�
地
方
交
付
税
に
よ
る
確
実

な
財
政
措
置

税
源
移
譲
額
が
国
庫
補
助
負

担
金
廃
止
に
伴
い
財
源
措
置
す

べ
き
額
に
満
た
な
い
地
方
公
共

団
体
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付

税
に
よ
り
確
実
な
財
源
措
置
を

行
う
こ
と
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
財
源

調
整
、
財
源
保
障
の
両
機
能
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
地
方
財

政
全
体
及
び
個
々
の
地
方
公
共

団
体
に
係
る
地
方
交
付
税
の
所

要
額
を
必
ず
確
保
す
る
こ
と
。

五
�
施
設
整
備
事
業
に
対
す
る

財
政
措
置

廃
棄
物
処
理
施
設
、
社
会
福

祉
施
設
等
は
、
臨
時
的
か
つ
巨

額
の
財
政
負
担
と
な
る
事
業
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
方
公
共

団
体
の
財
政
規
模
も
考
慮
し
つ

つ
、
地
方
債
と
地
方
交
付
税
措

置
の
組
合
せ
に
よ
り
万
全
の
財

政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

○
こ
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
金
融

担
当
大
臣
、
経
済
財
政
・
郵
政

民
営
化
担
当
大
臣
、総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
国
土
交

通
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。

郵
政
事
業
の
現
行
経

営
形
態
を
継
続
す
る

こ
と
に
関
す
る
意
見

書政
府
は
、
二
〇
〇
五
年
に
郵

政
民
営
化
法
案
を
提
出
す
る
と

し
て
い
る
が
、
我
が
国
の
郵
政

事
業
は
、
全
国
で
約
二
万
四
千

七
百
カ
所
に
及
ぶ
郵
便
局
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
都
市
部

を
は
じ
め
山
間
僻
地
や
過
疎
地

に
ま
で
広
く
公
平
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
行
政

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

取
扱
を
行
っ
て
い
る
郵
便
局
も

あ
る
な
ど
、
安
全
安
心
の
住
民

生
活
利
便
向
上
と
地
域
社
会
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。仮

に
郵
政
事
業
が
民
営
化
さ

れ
た
場
合
は
、
国
民
の
利
便
安

定
よ
り
企
業
の
採
算
を
重
視
し

た
も
の
と
な
り
、

・
郵
政
三
事
業
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
る
。

・
暮
ら
し
や
地
域
と
社
会
の
豊

か
さ
に
貫
献
す
る
姿
勢
が
失
わ

れ
る
。

・
不
採
算
地
域
か
ら
撤
退
す

る
。

な
お
、
世
論
調
査
で
は
七
〇
％

以
上
の
国
民
が
郵
政
民
営
化
に

慎
重
な
意
見
を
も
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
国
に
お
か
れ
て
は
、

次
の
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

一
�
今
後
の
郵
政
事
業
の
展
開

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

郵
政
事
業
が
地
域
に
お
い
て
果

た
し
て
い
る
公
共
的
・
社
会
的

役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
現
行

経
営
形
態
を
維
持
す
る
こ
と
。

○
こ
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議

長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理

大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、

金
融
担
当
大
臣
、
経
済
財
政
・

郵
政
民
営
化
担
当
大
臣
に
送
付

し
ま
し
た
。
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人人
事事

九
月
定
例
会
に
お
い
て
、
次

の
方
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

し
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

岡
野

英
雄

▽
鴻
池
財
産
区
管
理
委
員

寺
�

喜
代
次

山
本

坦
宏

荒
西

英
雄

松
原

正
和

寺
西

保
幸

松
原

眞
一

▽
教
育
委
員
会
委
員

中
西

幸
造

水
津

百
合
子

�
敬
称
略
�

９９
月月
定定
例例
会会
でで
可可
決決

ささ
れれ
たた
意意
見見
書書（（
要要
旨旨
））
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はは

ばば

たた

きき

中

学

校

給

食

の

導

入

に

つ

い

て

新

教

育

長

に

教

育

の

現

状

と

抱

負

を

問

う

同意可決人権擁護委員候補者の推薦について諮問第１号

〃伊丹市農業共済事業の園芸施設無事戻
金の交付について議案第１０２号

〃指定金融機関を定めることについて議案第１０１号

〃
丹波少年自然の家事務組合を組織する
市町数の増減及び丹波少年自然の家事
務組合規約の変更に係る協議について

議案第１００号

〃伊丹市乗合自動車乗車料条例の一部を
改正する条例の制定について議案第９９号

〃
伊丹市営住宅の設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

議案第９８号

〃
伊丹市風致地区内における建築等の規
制に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

議案第９７号

原案可決
伊丹市立青年の家の設置および管理に
関する条例を廃止する条例の制定につ
いて

議案第９６号

〃教育委員会委員の任命について議案第９５号
〃教育委員会委員の任命について議案第９４号
〃鴻池財産区管理委員の選任について議案第９３号
〃鴻池財産区管理委員の選任について議案第９２号
〃鴻池財産区管理委員の選任について議案第９１号
〃鴻池財産区管理委員の選任について議案第９０号
〃鴻池財産区管理委員の選任について議案第８９号

同意可決鴻池財産区管理委員の選任について議案第８８号

〃
平成１６年度伊丹市阪神間都市計画昆陽
南特定土地区画整理事業特別会計補正
予算（第１号）

議案第８７号

〃平成１６年度伊丹市農業共済事業特別会
計補正予算（第１号）議案第８６号

〃平成１６年度伊丹市災害共済事業特別会
計補正予算（第１号）議案第８５号

〃平成１６年度伊丹市競艇事業特別会計補
正予算（第１号）議案第８４号

〃平成１６年度伊丹市介護保険事業特別会
計補正予算（第１号）議案第８３号

原案可決平成１６年度伊丹市一般会計補正予算
（第２号）議案第８２号

〃平成１５年度伊丹市交通事業会計決算報告第２５号

〃平成１５年度伊丹市工業用水道事業会計
決算報告第２４号

〃平成１５年度伊丹市水道事業会計決算報告第２３号
〃平成１５年度伊丹市病院事業会計決算報告第２２号

〃平成１５年度伊丹市新田中野財産区特別
会計歳入歳出決算報告第２１号

〃平成１５年度伊丹市荒牧財産区特別会計
歳入歳出決算報告第２０号

〃平成１５年度伊丹市鴻池財産区特別会計
歳入歳出決算報告第１９号

〃
平成１５年度伊丹市阪神間都市計画昆陽
南特定土地区画整理事業特別会計歳入
歳出決算

報告第１８号

〃平成１５年度伊丹市宮ノ前地区地下駐車
場事業特別会計歳入歳出決算報告第１７号

〃平成１５年度伊丹市農業共済事業特別会
計歳入歳出決算報告第１６号

〃平成１５年度伊丹市中小企業勤労者福祉
共済事業特別会計歳入歳出決算報告第１５号

〃平成１５年度伊丹市災害共済事業特別会
計歳入歳出決算報告第１４号

〃平成１５年度伊丹市交通災害等共済事業
特別会計歳入歳出決算報告第１３号

〃平成１５年度伊丹市競艇事業特別会計歳
入歳出決算報告第１２号

〃平成１５年度伊丹市公設地方卸売市場事
業特別会計歳入歳出決算報告第１１号

〃平成１５年度伊丹市公共下水道事業特別
会計歳入歳出決算報告第１０号

〃平成１５年度伊丹市介護保険事業特別会
計歳入歳出決算報告第９号

〃平成１５年度伊丹市老人保健医療事業特
別会計歳入歳出決算報告第８号

〃平成１５年度伊丹市国民健康保険事業特
別会計歳入歳出決算報告第７号

報告承認平成１５年度伊丹市一般会計歳入歳出決
算報告第６号

議決結果議 件番 号

平成１６年第４回伊丹市議会定例会議案審査結果一覧表

〃宜野湾市での米軍ヘリ・ＣＨ―５３Ｄ
の墜落事故に関する意見書

意 見 書 案
第 １４ 号

否 決無認可保育所の保育料を消費税非課税
扱いとすることを求める意見書

意 見 書 案
第 １３ 号

原案可決郵政事業の現行経営形態を継続するこ
とに関する意見書

意 見 書 案
第 １２ 号

否 決地方分権のための地方財源の確保に関
する意見書

意 見 書 案
第 １１ 号

原案可決地方分権推進のための「国庫補助負担
金改革案」の実現を求める意見書

意 見 書 案
第 １０ 号

議決結果議 件番 号
議員提出議案

市長提出議案

（４）い た み 市 議 会 だ よ り 平成１６年１１月１日第１７３号


